
付議案第16号 

   福岡市立学校職員の人事評価に関する規則の一部を改正する規則案 

上記の付議案を提出する。 

令和５年３月28日 

福岡市教育委員会 

教育長 石橋 正信 

理由 

 本件は、業績評価の対象職員の拡大に伴い、所要の改正を行う必要があるので、福岡市教育委

員会事務委任規則第２条第１項第２号の規定により付議するものである。 

   福岡市立学校職員の人事評価に関する規則の一部を改正する規則 

福岡市立学校職員の人事評価に関する規則（平成18年福岡市教育委員会規則第８号）の一部を

次のように改正する。 

第４条第１項中「、自己評価」を削り、同条第２項中「（校長並びに高等学校に勤務する副校

長及び教頭（以下「校長等」という。）に限る。次項において同じ。）」を削り、「の表に掲げ

る評価者が、同表に定める」を「及び第２項の表に掲げる第１次評価者、第２次評価者及び評価

者（以下「評価者等」という。）が、同表に掲げる」に改め、同条第３項中「教育職員」の次に

「（校長並びに高等学校に勤務する副校長及び教頭（以下「校長等」という。）に限る。）」を、

「評価者」の次に「等」を加え、「定める」を「掲げる」に改め、同条第４項を削り、同条第５

項中「教育職員」の次に「（校長等を除く。）」を、「評価者」の次に「等」を加え、「定める」

を「掲げる」に改め、同項を同条第４項とし、同条第６項中「第１項又は第２項の表に掲げる評

価者が、同表に定める」を「第３項の評価者等が、同項の」に改め、同項を同条第５項とする。 

第６条の見出し中「評価者」の次に「等」を加え、同条第１項中「業績評価」を「校長等に実

施する業績評価」に改め、「及び評価者」の次に「等」を加え、同項の表を次のように改める。 

対象者 第１次評価者 第２次評価者 評価者 

校長 教育長 

高等学校に勤務する 所属する学校の校長 教育次長 
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副校長及び教頭 

第６条第２項中「勤務成績評価」を「教育職員（校長等を除く。）に実施する業績評価及び勤

務成績評価」に改め、「及び評価者」の次に「等」を加え、同項の表を次のように改める。 

対象者 第１次評価者 第２次評価者 

特別支援学校、小学校及び中学校に

勤務する副校長及び教頭 

所属する学校の校長 職員部長 

主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教

諭、栄養教諭、助教諭、養護助教諭、

講師、学校栄養職員及び実習助手 

所属する学校の副校長又は

教頭 

所属する学校の校長 

第６条第３項中「評価者は、前２項に定める評価者」を「対象者及び評価者等は、前２項の表

に掲げる対象者及び評価者等」に改め、同項ただし書中「評価者」の次に「等」を加え、「課長」

を「係長を第１次評価者とし、教育センターの課長を第２次評価者」に改める。 

第７条中「、自己評価を記載する書類（以下「自己評価表」という。）」を削る。 

第８条中「、自己評価表」を削る。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
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福岡市立学校職員の人事評価に関する規則（平成 18 年福岡市教育委員会規則第８号）の一部を改正する規則案 新旧対照表  

旧 新 

第１条～第３条 （略） 

（人事評価の実施方法） 

第４条 人事評価の実施方法は、業績評価、

能力評価、自己評価、勤務成績評価及び特

別評価とする。 

２ 業績評価は、教育職員（校長並びに高等

学校に勤務する副校長及び教頭（以下「校

長等」という。）に限る。次項において同

じ。）について実施するものとし、第６条

第１項の表に掲げる評価者が、同表に定め

る                  

                  対

象者の職務遂行上の業績を評価するものと

する。 

３ 能力評価は、教育職員                

                                      

                        について実施す

るものとし、第６条第１項の表に掲げる評

価者 が、同表に定める対象者の職務遂行

上の能力と当該対象者が属する職制上の段

階における標準職務遂行能力とを比較し

て、当該対象者の能力の程度を評価するも

のとする。 

４ 自己評価は、教育職員（校長等を除く。

次項において同じ。）が自ら職務上の目標

を設定し、目標の達成に向けて主体的に職

務に取り組み、その結果を自ら評価するも

のとする。 

５ 勤務成績評価は、教育職員            

      について実施するものとし、第６条

第２項の表に掲げる評価者 が、同表に定

める対象者の職務遂行状況を評価するもの

とする。 

６ 特別評価は、教育長が特別な方法による

育成が必要と認める教育職員について実施

するものとし、第６条第１項又は第２項の

表に掲げる評価者が、同表に定める対象者

の職務遂行状況を評価するものとする。 

第１条～第３条 （略） 

（人事評価の実施方法） 

第４条 人事評価の実施方法は、業績評価、

能力評価          、勤務成績評価及び特

別評価とする。 

２ 業績評価は、教育職員                

                                      

                                      

      について実施するものとし、第６条

第１項及び第２項の表に掲げる第１次評価

者、第２次評価者及び評価者（以下「評価

者等」という。）が、同表に掲げる対象者

の職務遂行上の業績を評価するものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 能力評価は、教育職員（校長並びに高等

学校に勤務する副校長及び教頭（以下「校

長等」という。）に限る。）について実施

するものとし、第６条第１項の表に掲げる

評価者等が、同表に掲げる対象者の職務遂

行上の能力と当該対象者が属する職制上の

段階における標準職務遂行能力とを比較し

て、当該対象者の能力の程度を評価するも

のとする。 

 

４ 勤務成績評価は、教育職員（校長等を除

く。）について実施するものとし、第６条

第２項の表に掲げる評価者等が、同表に掲

げる対象者の職務遂行状況を評価するもの

とする。 

５ 特別評価は、教育長が特別な方法による

育成が必要と認める教育職員について実施

するものとし、第６条第３項の評価者等

が、同項の             対

象者の職務遂行状況を評価するものとす

る。 
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第５条 （略） 

（業績評価等の対象者及び評価者 ） 

第６条 業績評価                及び能力

評価の対象者及び評価者 は、次のとおり

とする。 

対象者 評価者 

校長 教育長 

高等学校に勤務する副校

長及び教頭 

教育次長 

 

２ 勤務成績評価                        

                        の対象者及び評

価者 は、次のとおりとする。 

対象者 評価者 

副校長及び教頭 職員部長 

主幹教諭、指導教諭、教

諭、養護教諭、栄養教

諭、助教諭、養護助教

諭、講師、学校栄養職員

及び実習助手 

所属する学校の校

長 

 

３ 特別評価の評価者は、前２項に定める評

価者              と同一

とする。ただし、特別評価の実施に当たっ

て指導改善研修（福岡市立学校教員の指導

改善研修に関する規則（平成20年福岡市教

育委員会規則第８号）で定める指導改善研

修をいう。以下同じ。）を受けている教育

職員に係る特別評価の評価者 は、指導改

善研修を実施する教育センターの課長    

                                      

          とする。 

第５条 （略） 

（業績評価等の対象者及び評価者等） 

第６条 校長等に実施する業績評価及び能力

評価の対象者及び評価者等は、次のとおり

とする。 

対象者 第1次評価

者 

第2次評価

者 

評価者 

校長   教育長 

高等学校に

勤務する副

校長及び教

頭 

所属する学

校の校長 

教育次長  

 

２ 教育職員（校長等を除く。）に実施する

業績評価及び勤務成績評価の対象者及び評

価者等は、次のとおりとする。 

対象者 第1次評価者 第2次評価者 

特別支援学

校、小学校及

び中学校に勤

務する副校長

及び教頭 

所属する学校

の校長 

職員部長 

主幹教諭、指

導教諭、教

諭、養護教

諭、栄養教

諭、助教諭、

養護助教諭、

講師、学校栄

養職員及び実

習助手 

所属する学校

の副校長又は

教頭 

所属する学校

の校長 

 

３ 特別評価の対象者及び評価者等は、前２

項の表に掲げる対象者及び評価者等と同一

とする。ただし、特別評価の実施に当たっ

て指導改善研修（福岡市立学校教員の指導

改善研修に関する規則（平成20年福岡市教

育委員会規則第８号）で定める指導改善研

修をいう。以下同じ。）を受けている教育

職員に係る特別評価の評価者等は、指導改

善研修を実施する教育センターの係長を第

１次評価者とし、教育センターの課長を第

２次評価者とする。 

4



（評価の様式） 

第７条 業績評価を記載する書類（以下「業

績評価書」という。）、能力評価を記載す

る書類（以下「職務能力評価書」とい

う。）、自己評価を記載する書類（以下

「自己評価表」という。）、勤務成績評価

を記載する書類（以下「勤務成績評価書」

という。）及び特別評価を記載する書類

（以下「特別評価書」という。）の様式

は、教育長が別に定める。 

（書類の提出及び保管） 

第８条 校長は、その所属する学校の教育職

員に係る業績評価書、職務能力評価書、自

己評価表、勤務成績評価書及び特別評価書

を、教育長が別に定める日までに、教育長

に提出しなければならない。 

２ 評価結果が記載された業績評価書、職務

能力評価書、自己評価表、勤務成績評価書

及び特別評価書は、教育長が保管するもの

とする。 

以下略 
 

（評価の様式） 

第７条 業績評価を記載する書類（以下「業

績評価書」という。）、能力評価を記載す

る書類（以下「職務能力評価書」とい

う。）                                

                      、勤務成績評価を

記載する書類（以下「勤務成績評価書」と

いう。）及び特別評価を記載する書類（以

下「特別評価書」という。）の様式は、教

育長が別に定める。 

（書類の提出及び保管） 

第８条 校長は、その所属する学校の教育職

員に係る業績評価書、職務能力評価書    

        、勤務成績評価書及び特別評価書

を、教育長が別に定める日までに、教育長

に提出しなければならない。 

２ 評価結果が記載された業績評価書、職務

能力評価書            、勤務成績評価書

及び特別評価書は、教育長が保管するもの

とする。 

以下略 
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福岡市立学校職員の人事評価に関する規則の一部を改正する規則案 

 
 

１ 改正の理由 

職員の業績を適正に評価し、その結果を処遇に反映させることで、モチベー

ション、業務の質及び生産性の向上を図ることを目的として、管理職を対象と

して実施している業績評価について、その対象を、市長事務部局では、令和５

年度から全職員に拡大することとしている（教育委員会事務局ほか、その他の

任命権者も同様）。 

学校においても、同様の制度により、職員のモチベーション等の向上や、働

き方改革の推進による、組織の活性化を図っていく必要があることから、全職

員を対象に業績評価を実施することとし、所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正の内容 

校長並びに高等学校に勤務する副校長及び教頭（以下「校長等」という。）

を対象として実施している業績評価について、対象を全教育職員に拡大するも

の。また、これに伴い、校長等以外の職員を対象として実施している自己評価

について廃止するもの。 

 

福岡市立学校職員の人事評価に関する規則で定める業績評価の対象者 

職 員 改正前 改正後 

校長等 
全校種の校長 

高等学校の副校長及び教頭 
対象 

現行 

どおり 

校長等

以外 

小学校、中学校及び特別支援学校の副校長及び

教頭 

全校種の主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、

栄養教諭、助教諭、養護助教諭、講師、学校栄

養職員及び実習助手 

対象外 対象 

 

 

３ 施行期日 

令和５年４月１日  

付議案第 16 号資料 
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